
第 3 部：黒幕 

第 13 話：異界の思惑 

 準備を整えて城を出た…少し進むと、男が目の前に現れた。耳が特徴的なことから人間で

はないと思われ、整った顔立ちの青年だが、かなりの強者であることが伝わってきた。 

？：「まさか男のカラダになって戻ってくるとはな…アイラ。」 

 

アイラ in ヒロ：「こっちの方が使い易いのよ。父さん。それにその娘には既に種付けを終

えているわ。」 

 アイラの前に姿を現した男は、アイラの父だった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

父：「そうか。お前が肉体を得て、着々と進めているなら言うことはないが…」 

ヒロ in サキュバス：「あの…あなたたちは何をしようとしているんですか？」 

 父娘の会話について行けないヒロ in サキュバスは、父に尋ねた。 

父：「ただ子孫を残そうとしているだけだよ。君たち人間と同じようにね。」 

 



ヒロ in サキュバス：「何故俺たちに乗り移るんですか？あなたたち種族同士でも…」 

ギンガ in サクラ：「俺たちではもうできないんだよ！」 

 ギンガ in サクラは、不機嫌そうな表情をして会話に割って入って来た。 

 

アイラ in ヒロ：「あたしたちの寿命は、人間よりもずっと長いから繁殖力もあまりない

し、そもそもそうしようとする性欲もなかったりする…」 

 アイラがヒロのカラダで初めて神妙な表情をしながら話を続けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

父：「全くない訳じゃなくてね…ただ最近は、子孫を残そうとしても全くできなくなってし

まったのだよ。だから繁殖力と性欲が旺盛な人間のカラダを使って、我らと交わることで子

孫を残そうとしているのだ。」 

 

アイラ in ヒロ：「最初は、その女のカラダに乗り移って、子を宿すつもりだったんだけど

…何故か君のこのカラダの方が相性が良かったし、君の合意も得られた。だから、あたし

が男として、我らの種族の女と交わって、子を宿すことでも良いと考え直したのよ！」 



ヒロ in サキュバス：「待て！じゃあ、ギンガがサクラに乗り移ったのもサクラに子種を植え

付けようと…」 

ギンガ in サクラ：「俺は男だ！出産なんてするもんか！」 

 

 変わらずサクラのカラダで男であることを主張するギンガだったが、その様子を見たヒ

ロ in サキュバスは、安堵したようだった。 

 

 3 人は、アイラの父からの幾つかのアイテムを受け取ると、アイラの転移魔法で目的地

へと出発した。転移先は、美しい水辺だったが、ほどなく犬のモンスターたちに気付か

れ、襲われそうになった。 

 

ギンガ in サクラ：「俺が蹴散らしてやる！」 

 すると、ギンガは、強力な魔法を解き放って、犬たちを撃退した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 14 話：初体験 

 そこへ人型の魔物が登場した。狼男だ。 

狼男：「人間 2 人とサキュバス…こんなところに何をしに来た！？」 

アイラ in ヒロ：「単刀直入に言うと…あなたの精力を頂きに来たの  」 

 

狼男：「…お前、男だろ…気持ち悪いな…俺にそんな趣味はない！」 

 カラダをくねらせるアイラ in ヒロを狼男は、怪訝そうに断じた。 

ヒロ in サキュバス：「…相手をするのは…俺だ！」 

 

狼男：「サキュバスか…俺ではなく、そこの男から奪い取ればいいだろう…」 

ヒロ in サキュバス：「もうたっぷりと頂いたんだ！だからお前から…」 

狼男：「生憎だが、それは俺にとってメリットがない…それにお前を見ていても何も感じ

ないしな…」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



アイラ in ヒロ：「ヒロ、構わないわ！やりなさない！」 

 アイラの言葉にヒロは頷くと、サキュバスのカラダから魔法が詠唱された。 

ヒロ in サキュバス：「…ローズ…テンプテーション💕」 

 

 甘い香りが辺りに放たれ、狼男の周囲では特にその色が濃くなっていく… 

狼男：「く…誘惑魔法か…身内に使うなど…正気か？」 

 狼男は必死で抵抗していたが思考が鈍り、目がとろんとしてきた。とどめとばかりにヒ

ロは、サキュバスのカラダを操り悩殺ポーズを取る…途端に狼男の股間が反応し始めた… 

 

狼男：「止めろ！俺はお前なんかに興味がないと言っている…」 

ギンガ in サクラ：「なかなかいいモノを持っているじゃないか！羨ましいぜ！」 

 ギンガは、サクラの手で狼男の股間からお〇んちんを取り出し、しごき始めた。サクラ

のしなやかで繊細な手が狼男の逞しい一物を手慣れた手つきで弄ぶ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



狼男：「何だ…この感じたことがない…包み込まれる快感は…う…う…」 

ギンガ in サクラ：「ほら、さっさといっちまいな！」 

 

 男を知らなかったサクラの手が狼男の我慢汁によって汚されていく… 

狼男：「見かけによらず男を知り尽くしたようなこの女は一体…うう…」 

ギンガ in サクラ：「まあ…元は男だからな！」 

 

狼男：「何を言ってる…お前が男の訳ないだろ…う…ダメだ…我慢できない…」 

ヒロ in サキュバス：「今よ！ヒロ！放出されるわ！一滴残らず頂きなさい！！」 

 ヒロ in サキュバスは、狼男の一物をサクラから受け取ると口に含んだ… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

狼男：「うおっ…俺がサキュバスなんかに…だがカラダが言うことを聞かない…出る！」 

 狼男は、サキュバスの頭を引き寄せると、喉の奥まで一物を挿入し、どくっどくっと精液

をそこへ解き放った…濃厚な精液がサキュバスの体内へと注がれていった… 



第 15 話：芽生えるジェラシー 

アイラ in ヒロ：「上手くいったみたいね💕…？あらどうしたの？」 

 精力を失った狼男の傍で元気のなさそうなヒロ in サキュバス… 

ヒロ in サキュバス：「…いや…俺の容姿だと魅力がないのかと…」 

 

アイラ in ヒロ：「そのカラダはまだ幼いサキュバスだからね。でも男を惹きつけるのは、

容姿だけじゃないから…そのサキュバスだってそうだったでしょ？」 

ヒロ in サキュバス：「そうだけど…俺が自分一人でできれば、サクラのカラダにあんなこと

をさせなくても良かったんだ…」 

 

アイラ in ヒロ：「…まあ焦らずにね…容姿は変身魔法を覚えれば解決するし…あとは普段か

らあたしの所作を真似すればいいわ。」 

 アイラは、ヒロのカラダを魅せつけるかのように艶めかしく振舞った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ギンガ in サクラ：「上手く行かなかったら、俺が今みたいに手伝ってやる！」 

？：（あんたなんかよりアタシの方が…） 

 ヒロは、どこかでそんな声を聞いた気がした。すると、ヒロの瞳が元のサキュバスのピン

ク色に戻った…そして…サキュバスの口元が一瞬つり上がった。 

 

ヒロ in サキュバス：「…より…あたしの方が…」 

 そう呟いたサキュバスの表情が一変し、瞳が輝き、うるうるとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アイラ in ヒロ：「…そうよ！その表情と仕草！やればできるじゃな～い！」 

 アイラ in ヒロは、サキュバスのカラダを思わず抱き締めた。その衝撃で再びサキュバス

の瞳の色がヒロの水色へと変化した。 

 

ヒロ in サキュバス：「……あれ？…俺は何をして…うわっ…って俺？いや…アイラか…何し

てるんだ？」 

 ヒロは、迷惑そうに元の自分のカラダを押し退け遠ざけた。 



ヒロ in サキュバス：（何だったんだ？今の気持ちは、いきなり抱きついて来たアイラはもち

ろん、サクラにも嫌な感情を持つなんて…） 

 ヒロ in サキュバスは、少し考えていたが、気を取り直して歩き始めた。 

 

ヒロ in サキュバス：（きっとギンガがサクラのカラダを操ってるから、そう感じたんだな。） 

ギンガ in サクラ：「は～…この胸は邪魔だぜ…何でこんなものがついてるんだか…」 

 ギンガは、そんなヒロの心情も知らずにサクラの胸をまたも乱暴に扱った。 

 

ギンガ in サクラ：「お前はいいよな…」 

 そしてギンガは、ヒロ in サキュバスを見て、ぽつりと呟いた。すると、サキュバスの瞳

に再びピンクの色が宿る… 

 

ヒロ in サキュバス：「…あたしだって成長すれば！！」 

 大声を出したサキュバスは、自分の声で我に返った…瞳の色は、水色に戻っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


